
「2020年度L2-Tech水準表（素案）」に対する御意見の概要と御意見に対する回答

※御意見の全体像が分かるように、代表的なものを抽出し整理しております。

※意見の概要に記載された内容は、基本的にいただいた御意見から抜粋（または、要約）したものですが、明らかな誤字や変換ミスについては修正しております。

# L2-TechリストNo. 設備・機器等の名称 カテゴリ 御意見の概要 御意見に対する回答

1 L-001302
パッケージエアコン(店舗・

オフィス用)
L2-Tech水準値について

L2-Tech水準表情報No.S-005931,S-005932,S-
005933に該当する性能を有する製品は販売さ
れていないのではないか。

当該クラスについて、性能値を再調査し、L2-Tech水
準を設定しました。

2 L-001341 温水機 指標について

試験条件に記載されている準拠する規格に
『HA-034-2:2015』を追加すべきではないか。

いただいたご意見を踏まえ、試験条件の記載を見直し
いたしました。

3 L-001341 温水機 指標について

計算方法に記載されている規格『HA-034-
2:2015』ではDIN4702が規定されている。
DIN4702の一部をDIN EN303及びDIN EN304の
利用を奨励しているが、これらの規格での試験
データを利用できるか。

DIN規格での評価結果については、現在のHAやJISに
基づく性能評価結果と同等（横並び比較可）と考えま
す。

4 L-001341 温水機 上記以外その他

「燃料：木質バイオマス」に木質ペレットは含ま
れると考えてよいか。

木質ペレットを含みます。

5 L-001311 空冷ヒートポンプチラー クラスについて

クラス能力について「120.0kW超160.0kW以下、
160.0kW超」の2区分を「120.0kW超160.0kW以
下、160.0kW超190.0kW以下、190.0kW超」の3区
分に細分化すべきではないか。

いただいたご意見を踏まえ、当該クラスを分割し、L2-
Tech水準を設定しました。

6 L-001311 空冷ヒートポンプチラー
計算方法・試験条件の妥

当性

計算方法・試験条件に記載されている準拠する
規格は『JIS B8613 1994 または JRA 4066
2014』ではなく『JIS B8613:2019または
JRA4066:2017』ではないか。

いただいたご意見を踏まえ、該当箇所を修正をいたし
ました。
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